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本道においてＳＤＧｓを推進するためには、ＳＤＧｓのゴール等に照らしながら、本道の現状・課題

を明らかにし、多様な主体が共有していく必要があります。このため、ＳＤＧｓのゴール、ターゲット

や指標と関連性の高い各種データを用いて、本道の現状や課題を表します。 

 

① 生活・安心  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ゴール１（貧困）の主な内容＞ 

あらゆる次元の貧困状態にある、全ての年齢の男性、女性、子供の割合を半減させ

ることや、適切な対策を実施し、脆弱層に対し、十分な保護を達成することなどの目

標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

貧困の状況にある子どもが健やかに成長できる環境の整備など、地域全体で子ども

を見守り育てる社会づくりや、高齢者、障がいのある方々などが住み慣れた地域で安

心して暮らせる社会づくりが必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 ＜ゴール３（保健）の主な内容＞ 

非感染性疾患による若年死亡率を、予防や治療を通じて減少させることや、薬物や

アルコールの乱用防止、たばこの規制の強化、全ての人が質の高い保健医療サービス

を受けられることなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

安心して子育てできる社会づくりや将来にわたり安心できる地域医療の確保、道民

一人ひとりの生涯を通じた健康づくりの推進と疾病の予防が必要となっています。 

 

 

 

 

 

関連するゴール 

２ 北海道を取り巻く状況 

健康・福祉 

（１）北海道の現状・課題 

関連するゴール 
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本道の生活保護世帯・児童養護施設の子

どもの高等学校等進学率は、全国より高い

水準（生活保護世帯：93.3、児童養護施設：

97.5％（平成 28年度））にありますが、

全世帯の子どもの高等学校等進学率と比

べると低い水準となっています。 

ひとり親世帯数は、平成27 年時点で 10

年前（平成 17 年）から減少していますが、

全国と比較すると、全世帯に占める割合は高

くなっています。 

 生活保護世帯数は、平成 30 年４月時点で

10 年前（平成 20 年）から増加しています。

また、全国と比較すると、保護率も高くなっ

ています。 

 就学援助※の対象となる要保護及び準要

保護児童生徒の割合は、全国よりも高くな

っています。 

＜生活保護世帯の状況＞ 

（単位：世帯、人、％） 

出典：厚生労働省「被保護者調査」 

＜就学援助※の状況＞ 
（単位：％） 

出典：文部科学省「就学援助実施状況等調査」 

＜子どもの高等学校等進学率＞ 

96.1
96.5 96.7

98.7

97.3

98.5

99.1 99.2 99.2

94

95

96

97

98

99

100

H26 H27 H28

生活保護世帯

児童養護施設

全世帯

(%) 

出典： 

厚生労働省社会・援護局保護課調べ 

厚生労働省雇用・均等児童家庭局家庭福祉課調べ 

文部科学省「学校基本調査」を元に算出 

＜ひとり親世帯の状況＞ 
（単位：世帯、％） 

出典：総務省「国勢調査」 

※平成 27 年１月～12 月の１年間の所得 

出典：厚生労働省「平成 28 年国民生活基礎調査」 
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全道の医療施設に従事している医師数

（人口 10 万人当たり）は、全国平均と同

水準で推移していますが、二次医療圏別※

で見ると、地域偏在が著しくなっていま

す。 

介護職員は、他の職業に比べて入職率、離職率ともに高くなっています。また、他の職業と比べ

て、「ホームヘルパー・ケアワーカー」の有効求人倍率は高くなっています。しかし、北海道福祉

人材センター※の支援による介護職の就業者数は年々減少しています。 

全道の医療施設に従事する医師数 
（人口 10 万人当たり） 

206.7

213.7

218.3

224.6

230.2

238.3

206.3

212.9

219.0

226.5

233.6

240.1

200.0

210.0

220.0

230.0

240.0

250.0

H18 H20 H22 H24 H26 H28

北海道 全国

(人) 

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」 

北海道福祉人材センター※の支援による 

介護職の就業者数 

230 232

199

165

130

110
91 89

50

100

150

200

250

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

就業者数出典：北海道保健福祉部調べ 

（人） 

＜職業別有効求人倍率＞ （単位：倍） 

出典：北海道労働局調べ（北海道分） 

＜介護職員の現状と推計＞ 
（単位：％） 

出典： 

介護職員：（財）介護労働安定センター「介護労働実態調査」（北海道分） 

全 職 業：厚生労働省「雇用動向調査」 

     ※都道府県別の数値が未公表のため全国値を参考掲載 

＜二次医療圏※別医師数＞ 

区　分 全　国

全　道 市　部 町村部

医 療 施 設 304,759 12,755 11,882 873 札幌圏 6,853 南檜山圏 28

従事医師数 (100.0%) (93.2%) (6.8%)

人口10万対 240.1 238.3 272.6 90.1 上川中部圏 339.2 宗谷圏 86.7

医 師 数 (100.0%) (114.4%) (37.8%) (142.3%) (36.4%)

（単位：人）

北 海 道

最 大 圏 域 最 小 圏 域

(53.7%) (0.2%)

全道を上回っている地域 

全道の 70％未満～50％以上の地域 
全道の 50％未満の地域 

出典：厚生労働省「平成 28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」 

圏 域 名
人口 10万

対医師数

全 道 と の

比 較

1 上 川 中 部 339.2 142.3%

2 札 幌 289.5 121.5%

3 中 空 知 234.6 98.4%

4 南 渡 島 232.0 97.4%

5 西 胆 振 222.8 93.5%

6 後 志 204.7 85.9%

7 上 川 北 部 182.5 76.6%

8 十 勝 180.6 75.8%

9 北 空 知 174.9 73.4%

10 南 空 知 166.9 70.0%

11 釧 路 166.4 69.8%

12 東 胆 振 161.8 67.9%

13 北 網 148.9 62.5%

14 遠 紋 145.6 61.1%

15 留 萌 140.8 59.1%

16 北 渡 島 檜 山 132.2 55.5%

17 富 良 野 122.0 51.2%

18 南 檜 山 120.5 50.6%

19 根 室 102.7 43.1%

20 日 高 99.3 41.7%

21 宗 谷 86.7 36.4%

238.3 100.0%

240.1 100.8%

全 道

全 国
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＜喫煙率＞ 

53.5
49.9

43.9

35.0
39.2

34.648.4
44.9

39.7
33.1 33.7 31.1

24.3
22.2

20.6
16.2 17.8

16.1

14.0 13.5 12.7
10.4 10.7 9.5

0

10

20

30

40

50

60

H13 H16 H19 H22 H25 H28
男性(北海道) 男性(全国)

女性(北海道) 女性(全国)

（％） 

出典：厚生労働省「国民生活基礎調査」 

・ 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合は、全国平均と比較すると高くなっ

ています。 

・ 喫煙率は、男女ともに低下傾向にありますが、全国平均と比較すると高くなっています。 

・ 75歳未満のがん年齢調整死亡率※は、男性・女性ともに、全国平均を上回っており、特に肺が

んや乳がんの死亡率が全国平均より高くなっています。 

・ 急性心筋梗塞の年齢調整死亡率※は、平成 17 年・平成 22 年と全国平均を上回っていました

が、平成 27年には、男女ともに、全国平均よりも低い水準になっています。 

本道の自殺死亡率は、全国平均よりも高

くなっています。 

20.8

18.2

15.3
13.9

9.6

12

7.5 8.1

0

5

10

15

20

25

H23 H28

男性(北海道) 男性(全国) 女性(北海道) 女性(全国)

(%) 

生活習慣病のリスクを高める量を 
飲酒している者の割合（20 歳以上） 

出典：厚生労働省「国民健康・栄養調査」、 

   北海道保健福祉部「健康づくり道民調査」 

28.4

21.5

14.5

25.9

20.4 16.2
12.3

9.2

5.5

11.5
8.4

6.1

0

5

10

15

20

25

30

H17 H22 H27

男性(北海道) 男性(全国)

女性(北海道) 女性(全国)

（％） 

急性心筋梗塞の年齢調整死亡率※ 

（人口 10 万人あたり） 

出典：厚生労働省「人口動態統計特殊調査」 

75 歳未満のがん年齢調整死亡率※ 

（人口 10 万人あたり） 

117.5
113.0 110.2 111.1 108.5

104.6 102.4 100.1 99.00
95.8

66.4 68.0 69.7 68.00 66.4

60.1 59.6 59.7 58.8 58.050
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出典：厚生労働省「人口動態調査」 

＜自殺死亡率（人口10万人対）＞ 
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17.5 17.4
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16.8
16.4
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北海道 全国出典：厚生労働省「人口動態統計」 
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 ＜ゴール６（水と衛生）の主な内容＞ 

 汚染の減少や有害な化学物質の放出の最小化、生態系の保全などにより、水質を改

善することなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

 貴重な財産である水資源の保全が必要となっています。 

 

 

 

 ＜ゴール１１（持続可能な都市）の主な内容＞ 

大気の質及び廃棄物の管理に特別な注意を払うことなどにより、都市の環境上の悪

影響を軽減することなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

大気汚染などについての発生源対策など安全・安心な地域環境の保全が必要となっ

ています。 

 

 

 

 

 ＜ゴール１２（生産・消費）の主な内容＞ 

廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減

することなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

３Ｒ（廃棄物などの発生抑制（リデュース Reduce）、再使用（リユース Reuse）、

再生利用（リサイクル Recycle））の一層の推進や廃棄物の適正処理が必要となって

います。 

 

 

 

 

 

 ＜ゴール１３（気候変動）の主な内容＞ 

気候変動及びその影響を軽減することなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

低炭素型のライフスタイル※やビジネススタイルへの転換を促進するとともに、気

候変動による影響への適応策を検討するなど、地球温暖化対策が必要となっています。 

 

 

 

 ＜ゴール１４（海洋資源）の主な内容＞ 

海洋及び沿岸の生態系に関する重大な悪影響を回避するため、持続的な管理と保護

を行い、健全で生産的な海洋を実現するなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

トドやアザラシなどの海獣の適正な管理を行い、生態系や水産業などの被害防止対

策が必要となっています。 

 

 ＜ゴール１５（陸上資源）の主な内容＞ 

森林、湿地、山地をはじめとする陸域生態系などの保全、回復及び持続可能な利用

を確保することなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

自然公園※や知床世界自然遺産※など重要地域の保全や、鳥獣の保護管理・希少野生

動植物の保護・外来種対策など、対象となる生態系や地域の状況に応じた対策が必要

となっています。 

 

環境 

関連するゴール 

関連するゴール 

関連するゴール 

関連するゴール 

関連するゴール 

関連するゴール 
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＜循環利用率＞ 

13.5

14.5

13.5

15.2

12.5

13.0

13.5

14.0

14.5

15.0

15.5

H19 H24

北海道 全国

（％） 

出典：北海道環境生活部調べ 

＜環境基準達成率（大気汚染・水質汚濁）＞ 

100 100
99

100 99.5 100 100 99.5 100

90.5 90.1 89.7 89.3
88.1

92.3
91.2 91.6

92.7
91.2

80

85

90

95

100

105

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

大気環境基準

水質環境基準

（％） 

出典： 

北海道環境生活部「北海道の大気環境」 

北海道環境生活部「公共用水域の水質測定結果」 

＜廃棄物の最終処分量＞ 

131

123

112
115

108

80

90

100

110

120

130

140

H22 H23 H24 H25 H26

最終処分量

（万 t） 

出典：環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」、 

   北海道「産業廃棄物処理状況調査」 

 

環境基準達成率は、安心して生活できる

環境の状態を測る指標であり、大気汚染に

ついては、良好な環境を維持しています。

水質汚濁については、大雨の影響等によ

り、平成 28 年度は前年度よりも下がって

いますが、良好な環境を維持しています。 

温室効果ガス※排出量は、東日本大震災

以降、火力発電の増加などの影響を受け増

加傾向にありましたが、電力使用量の減少

などにより、近年は減少傾向にあります。 

廃棄物の最終処分量は、３Ｒの一層の推

進などにより、年々減少しています。 

循環利用率※は、平成 24 年には全国よ

り低い水準となっています。 

※経済社会に投入される資源の全体量のうち、循

環利用量の占める割合 

＜温室効果ガス※排出量＞ 

7,230 

7,065 

6,462 
6,301 

6,679 

7,245 7,233 

7,046 
6,984 

5,800

6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

7,000

7,200

7,400

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

温室効果ガス排出量

（万 t-CO₂） 

出典：北海道環境生活部 

「北海道温室効果ガス排出量実態調査」 
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＜タンチョウ越冬分布調査（生息状況一斉調査）による観察数＞ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アライグマ生息・目撃情報の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

24市町村 
（平成7年3月末時）
点） 

87市町村 
（平成13年3月末時）

点） 

151市町村 
（平成30年3月末時）

点） 

生息または目撃情報のある市町村 

33 61 

172 172 179 194 

267 

384 
441 

628 

709 

822 

1 ,065 

1 ,159 1 ,187 

1 ,320 

1 ,236 

1 ,137 

0羽

250羽

500羽

750羽

1000羽

1250羽

1500羽

S27 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H1 H5 H10 H15 H20 H25 H26 H27 H28 H29

国内希少野生動植物種※であるタンチョウは、明治中期には絶滅状態にありましたが、地元の献

身的な給餌活動や国の保護増殖事業により増加傾向にあり、最近の調査では、千羽を超える数が

確認されています。 

特定外来生物※であるアライグマは、道内で生息域を拡大し、平成３０年３月末現在で、全道１５１

市町村において目撃又は捕獲の報告があります。 
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 ＜ゴール３（保健）の主な内容＞ 

交通事故による死傷者を減らすことなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

交通事故死ゼロをめざすため、交通安全対策の推進が必要となっています。 

 

 ＜ゴール１０（不平等）の主な内容＞ 

差別的な政策や慣行の撤廃などによる不平等の是正などの目標が掲げられていま

す。 

【本道の現状・課題】 

人々が互いに尊重しあう社会づくりが必要となっています。 

 

 

 

 ＜ゴール１６（平和）の主な内容＞ 

全ての暴力の撲滅や、あらゆる形態の組織犯罪の根絶などの目標が掲げられていま

す。 

【本道の現状・課題】 

犯罪のない安心して暮らせる社会の実現が必要となっています。 

 

 

 

道内の交通事故死者数は、減少傾向に

ありますが、依然として、交通事故によ

り多くの方が亡くなっています。 

 刑法犯※の認知件数は、年々減少しており、重要犯罪の検挙率は、全国平均と同水準で推移し

ており、上昇傾向にあります。 

安全・安心 

関連するゴール 

関連するゴール 

関連するゴール 

＜交通事故死者数＞ 

200 
184 

169 177 
158 

148

4,411 
4,373 

4,113 4,117 

3,904 

3,694 
3,500

3,700

3,900

4,100

4,300

4,500

0

50

100

150

200

250

H24 H25 H26 H27 H28 H29

北海道 全国

（人） （人） 

出典：北海道警察本部調べ 

＜刑法犯※認知件数＞ 

41,066 40,359 
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28,160 

1,314,140 
1,212,163 

1,098,969 
996,120 

915,042 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

H25 H26 H27 H28 H29

北海道(左軸) 全国(右軸)

（件） （件） 

出典：警察庁「犯罪統計資料」 

＜重要犯罪の検挙率＞ 

68.2
72.7

67.1

84.1

75.5

63.4
68.2

72.3

76.6

80.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

H25 H26 H27 H28 H29

北海道 全国出典：警察庁「犯罪統計資料」 

（％） 
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 ＜ゴール１１（持続可能な都市）の主な内容＞ 

あらゆるレベルでの総合的な災害リスクの管理などの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

近年の大型台風や北海道胆振東部地震の発生などを踏まえ、安全・安心な生活の基

礎となる防災体制の確立が必要となっています。 

 

 

 ＜ゴール１３（気候変動）の主な内容＞ 

全ての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靭性（レジリエンス）及

び適応の能力を強化することなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

大規模自然災害の発生に備えた地域防災力の向上や災害に強い地域づくりが必要と

なっています。 

 

 

 

人権侵犯※事件数は、全国平均よりもや

や高い水準となっています。 

本道の自主防災組織活動カバー率は、増

加傾向にありますが、全国平均を大きく下

回る傾向にあります。 

本道の市町村における、避難勧告等に係

る具体的な発令基準の策定状況は、概ね高

い水準にありますが、高潮災害に関しては

低い水準となっています。 

防災 

関連するゴール 

関連するゴール 

20.3 20.6

19.2 19.3 19.3

20.4 20.3 19.9

17.6

15.7 15.7

16.9 16.9 16.7 17.1
17.6

18.1
17.5

16.9
16.4

15.3 15.3

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

22.0

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

北海道 全国

＜人権侵犯※事件数（10万人当たり）＞ 
（件） 

出典：法務省「人権侵犯事件統計（年報）」 

＜自主防災組織活動カバー率＞ 

48.4 48.6 49.5 50.1 51.3 50.6
54.3 56.2

74.4 75.8 77.4 77.9 80.0 81.0 81.7 82.7

0

20

40

60

80

100

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

北海道 全国

（％） 

出典：消防庁「地方防災行政の現況」 

＜避難勧告等に係る具体的な発令基準の策定状況＞ 

55.9

86.9

86.9 87.6 86.4

50.6

82.0

92.0

96.0 95.4

30.4

73.1 73.1

53.9
61.8

67.5

98.8 98.8

95.1 89.3

0

20

40

60

80

100

H25 H26 H27 H28 H29

水害 土砂災害

高潮災害 津波災害

（％） 

出典：北海道総務部危機対策局調べ、 

   消防庁国民保護・防災部防災課調べ 
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本道の火山・洪水・津波についてのハザ

ードマップ※の作成は進んでいますが、作

成が必要な地域も依然として存在してい

る状況です。 

本道の沿岸市町村における津波避難計

画の作成は進んでいますが、作成が必要な

地域も依然として存在している状況です。 

＜常時観測火山（９火山）のハザードマップ※の作成状況＞ 

88.9 88.9 88.9 88.9 88.9

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H25 H26 H27 H28 H29

策定割合

（％） 

出典：北海道総務部危機対策局調べ 

＜洪水ハザードマップ※を作成した市町村の割合＞ 

35.8

46.7

67.9

81 83.2
89.8

94.9 94.9 96 95.6 95.7

0

20

40

60

80

100

120

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

策定割合出典：北海道総務部危機対策局調べ 

（％） 

＜津波ハザードマップ※を作成した市町村の割合＞ 

34.6

48.1 51.9
56.8

75.3

91.4
96.3 97.5 97.5 97.5 98.8

0

20

40

60

80

100

120

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

策定割合出典：北海道総務部危機対策局調べ 

（％） 

＜津波避難計画を作成した市町村の割合＞ 

0

44.4

63.00

72.8 75.3 75.3

94.0

0

20

40

60

80

100

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

策定割合出典：北海道総務部危機対策局調べ 

（％） 
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② 経済・産業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ゴール２（食料）の主な内容＞ 

土地、その他の生産資源などへの確実かつ平等なアクセスの確保などを通じて、農

家や漁業者など食料生産者の生産性及び所得を倍増させることなどの目標が掲げられ

ています。 

【本道の現状・課題】 

農林水産業の生産力強化や所得の確保が必要となっています。 

 

 

 

 

 ＜ゴール１４（海洋資源）の主な内容＞ 

水産資源の回復や漁業における科学的な管理計画の実施などの目標が掲げられてい

ます。 

【本道の現状・課題】 

水産資源の回復・増大や水域環境の保全が必要となっています。 

 

 

 

 ＜ゴール１５（陸上資源）の主な内容＞ 

森林や山地をはじめとする陸域生態系などの保全、回復及び持続可能な利用を確保

することなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

生物多様性※の保全、木材生産など様々な機能を有する森林の整備・保全が必要とな

っています。 

 

 

 

 

農業産出額は、都道府県の産出額の合

計の１割以上を占めており、平成 28 年

は 1兆 2,115億円と過去最高を更新し

ていますが、農業就業人口は減少傾向に

あり、65 歳以上の比率は上昇傾向にあ

ります。また、新規就農者数は、近年、

600 人前後で推移しています。 

農林水産業 

関連するゴール 

関連するゴール 

関連するゴール 

＜農業産出額＞ 

10,536 10,705 11,110 11,852 12,115 

86,106 85,748 88,631 88,631 
93,051 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H24 H25 H26 H27 H28

北海道 都道府県計

（億円） 

出典：農林水産省「生産農業所得統計」 

131,491 

111,324 
96,557 94,800 93,700 

34.1

34.4
36.0

37.6 38.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

H17 H22 H27 H28 H29

農業就業人口 65歳以上の比率

＜農業就業人口と 65 歳以上の比率＞ 

（人） （％） 

出典：農林水産省農林水産省「世界農林業センサス」、「農業構造動態調査」 

＜新規就農者数＞ 

603

612

589

566
569

540

550

560

570

580

590

600

610

620

H25 H26 H27 H28 H29

北海道出典：北海道農政部「新規就農者実態調査」 

（人） 
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・ 漁業生産量は、全国生産量の 20％以上を占めていますが、減少傾向にあります。 

・ 漁業就業者一人当たりの漁業生産額は、全国平均と比べ高い水準となっています。 

・ 漁業就業者数、新規漁業就業者数ともに、減少傾向にあります。 

・ 道産木材の利用量は、木質バイオマス※エ

ネルギーの利用拡大などにより、平成 28

年度は前年度より増加しています。 

・ 林業の労働者数は、概ね横ばいで推移し

ており、年齢層別に見ると、60 歳以上の

割合が高い状況です。 

＜新規漁業就業者数＞ 

211 216

251

221

193

0

50

100

150

200

250

300

H24 H25 H26 H27 H28

北海道

（人） 

出典：北海道水産林務部調べ 

＜漁業就業者数＞ 

33,568 

29,652 

28,870 
28,560 

27,820

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000

H20 H25 H27 H28 H29

漁業就業者数

（人） 

出典：農林水産省「漁業センサス」、「漁業就業動向調査」 

＜道産木材の利用量＞ 

388 

400 
396 

387 

422

360

370

380

390

400

410

420

430

H24 H25 H26 H27 H28

道産木材利用量

（万㎥） 

出典：北海道水産林務部「北海道林業統計」等 

＜漁業生産額（漁業就業者一人当たり）＞ 

7,812 

9,782 9,870 
10,790 10,334

7,645 7,460 
8,152 

8,897 9,198

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H24 H25 H26 H27 H28

北海道

全国

（千円） 

出典： 

農林水産省北海道農政事務所「北海道農林水産統計年報」 

北海道水産林務部「北海道水産現勢」 

245 

193 

145 

185 
198 

0

50

100

150

200

250

300

H21 H23 H25 H27 H29

北海道

＜林業の新規参入者数＞ 

（人） 

出典：北海道水産林務部「北海道林業労働実態調査」 

＜林業労働者と年齢層別割合の推移＞ 

24 27 27 27 27 28

41 39 39 39 40 40

35 34 34 34 33 32

3,981 
4,186 4,226 4,254 4,272 4,253

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

H19 H21 H23 H25 H27 H29

40歳未満 40～59歳 60歳以上 労働者数

（人） （％） 

出典：北海道水産林務部「林業労働実態調査」 

※「年齢層別割合」は常用雇用のみの割合 

＜漁業生産量＞ 

129 131 127 108 92 

480 473 471 462 
425 

0

100

200

300

400

500

600

H24 H25 H26 H27 H28

北海道(属地)

全国

（万トン） 

出典：北海道水産林務部「北海道水産現勢」 
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 ＜ゴール９（インフラ、産業化、イノベーション）の主な内容＞ 

持続可能な産業化を促進し、各国の雇用及びＧＤＰに占める産業セクターの割合を

大幅に増加させるなどの目標が掲げられています。また、全ての国々の産業セクター

における科学研究を促進し、技術能力を向上させるなどの目標も掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

製造業の付加価値生産性※が全国平均を大きく下回っている状況にあり、高い付加

価値を生み出すものづくり産業の振興が必要となっています。また、大学や試験研究

機関などによる地域の課題、産業ニーズに対応した研究開発など本道の活性化に役立

つ科学技術の振興が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

本道の製造業の付加価値生産性※は、全

国平均よりも低い水準となっています。 

産学官の共同研究件数は、北海道大学で

の「北大Ｒ＆ＢＰ構想※」の推進や全道産学

官ネットワーク推進協議会※などの取組を

行う中、研究成果の移転に向けた取組が進

んだことなどにより、増加しています。 

地域産業と研究開発 

関連するゴール 

＜製造業の付加価値生産性※＞ 

904 
931 

870 

1,029
989 

1,190 
1,218 

1,247 

1,307
1,284

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

H24 H25 H26 H27 H28

北海道 全国

出典：経済産業省「工業統計調査」から 

   北海道経済部が算出 

 

（万円） 

＜産学官の共同研究件数＞ 

1,059 
1,135 

1,283 1,308 
1,428 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

H25 H26 H27 H28 H29

件数

（件） 

出典：北海道経済部調べ 
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 ＜ゴール８（経済成長と雇用）の主な内容＞ 

生産活動や起業、イノベーションなどを支援する政策の促進や金融サービスへのア

クセス改善などにより中小零細企業の設立や成長を奨励することなどの目標が掲げら

れています。 

【本道の現状・課題】 

地域の経済・雇用を支える中小・小規模企業の振興が必要となっています。 

 

 

 

 

起業・創業を支援するサポート整備が進

んではいるものの、本道の開業率は、依然

として低い状況です。 

中小・小規模企業 

関連するゴール 

中小企業数は、５年間で 1.5 万社減少し

ています。 

＜開業率＞ 

4.7

4.3
4.2

4.4 4.4

4.8
4.9

5.2

5.6 5.6

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

H25 H26 H27 H28 H29

北海道 全国

（％） 

出典：厚生労働省「雇用保険事業年報」 

 

166,961 

153,790 
151,123 

140,000

145,000

150,000

155,000

160,000

165,000

170,000

H21 H24 H26

＜道内中小企業数の推移＞ 

出典：「中小企業白書」 

 

（社） 
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 ＜ゴール７（エネルギー）の主な内容＞ 

世界のエネルギーミックス※における再生可能エネルギー※の割合を大幅に拡大さ

せることなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

多様なエネルギー資源の有効活用を図るため、新エネルギー※の開発及び導入の促

進が必要となっています。 

 

 

 

 

本道の新エネルギー※導入量は、固定価格買取制度※の開始以降、大型の太陽光やバイオマス※

の導入が進んでいる一方で、地熱や風力などは今後の導入拡大が期待される状況にあります。 

エネルギー 

関連するゴール 

＜新エネルギー※導入量＞ 

5,886 5,840 5,806 5,866 6,224 5,924 
6,775 

7,693 

8,351 8,315 

12,336 12,257 
12,919 13,242 

13,979 14,227 

142.4 144.8 146.3 149.0
177.2

202.5

244.9

271.0

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

発電分野(発電電力量：百万kWh)【左軸】 熱利用分野(熱量：TJ)【左軸】 発電分野(設備容量：万kW)【右軸】

（百万 kWh、TJ） （万 kW） 

出典：北海道経済部調べ 
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 ＜ゴール８（経済成長と雇用）の主な内容＞ 

持続可能な観光業を促進することなどの目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

豊かな自然・文化・歴史を保全するとともに、地域社会と共生する滞在交流型の観光

地づくりや国内外への効果的な誘客活動による旅行市場の拡大が必要となっています。 

 

 

 

 ＜ゴール１２（持続可能な生産と消費）の主な内容＞ 

持続可能な観光業に対して持続可能な開発がもたらす影響を測定することなどの目

標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

観光事業者のみならず農林水産業や商工業など地域の多様な関係者の参画により、観

光客のニーズ分析を踏まえた地域における戦略の策定が必要となっています。 

 

本道の観光客一人当たりの観光消費額

は、増加傾向にあり、特に外国人観光客の

消費額は、大幅に増加しています。 

本道における道外からの観光入込客数は、増加傾

向にあり、特に外国人客が大きく伸びています。国・

地域別にみると、中国、台湾が大きな割合を占めてお

り、近年は、韓国が大きく伸びています。 

観光 

関連するゴール 

関連するゴール 

＜観光消費額（一人当たり）＞ 

10,761 9,608 8,849 13,271 12,865 

62,005 61,077 60,677 
69,670 73,132 

122,128 

178,102 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H6 H11 H17 H22 H27

道内客 道外客 外国人

（円） 

出典：北海道経済部調べ 

 

71 69 68 74 57 79 115 154 208 230 279 

578 559 530 521 487 
544 

565 569 
577 594 

606

649 628 597 595 
544 

623 
680 

723 
785 824 

885 

0

200

400

600

800

1,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（万人）

外国人客 国内客
出典：北海道経済部「北海道観光入込客数調査」 

＜道外からの観光入込客数＞ 

0 50 100 150 200 250 300

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29 中国 67 韓国 64 台湾 61 

香港 20 

シンガポール 7 マレーシア 12 

タイ 16 
豪州 5 

その他 26 

74 

57 

79 

115 

154 

208 

230 

279 

（万人）

中国

韓国

台湾

香港

シンガポール

マレーシア

タイ

豪州

その他

＜訪日外国人来道者数（国・地域別内訳）＞ 

出典：北海道経済部「北海道観光入込客数調査」 
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 ＜ゴール８（経済成長と雇用）の主な内容＞ 

全ての人々の、働きがいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成す

ることや、全ての労働者の権利を保護し、安全・安心な労働環境を促進することなど

の目標が掲げられています。 

【本道の現状・課題】 

良質で安定的な雇用の受け皿づくりや産業人材の育成・確保、多様な働き手の就業

支援と就業環境の整備が必要となっています。 

 

 

 

 

 

本道の就業率は、全国平均と比べ、低く

なっていますが、上昇傾向にあります。ま

た、女性や高齢者の就業率も同様となって

います。 

雇用 

関連するゴール 

障がい者の実雇用率は、調査時点（H29）

での法定雇用率（2.0%）を上回り、上昇傾

向にあります。 

＜就業率＞ 

53.0 53.1
53.6

54.0
54.4

56.9
57.3 57.6

58.1
58.8

50.0

52.0

54.0

56.0

58.0

60.0

H25 H26 H27 H28 H29

北海道 全国

（％） 

出典：総務省「労働力調査」 

 

＜女性（25～34 歳）の就業率＞ 

65.1
66.8

70.6 70.3
71.4

70.7
71.6 72.1

73.9
75.7

55

60

65

70

75

80

H25 H26 H27 H28 H29

北海道 全国

（％） 

出典：総務省「労働力調査」 

 

＜高齢者（65歳以上）の就業率＞ 

15.8 16.5
17.6 18.2 18.7

20.1 20.8
21.7 22.3 23.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H25 H26 H27 H28 H29

北海道 全国

（％） 

出典：総務省「労働力調査」 

 

＜障がい者の実雇用率（民間企業）＞ 

1.85
1.90

1.95

2.06

2.13

1.76
1.82

1.88
1.92

1.97

1.50

1.60

1.70

1.80

1.90

2.00

2.10

2.20

H25 H26 H27 H28 H29

北海道

全国
出典：厚生労働省北海道労働局「障害者雇用状況の集計結果」 

（％） 
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本道における年間総労働時間（フルタイ

ム労働者）は、全国平均よりも長くなって

います。 

＜年間総労働時間（フルタイム労働者）の推移＞ 

2,021 

2,006 

2,027 
2,023 

2,041 

1,997 

1,998 

2,009 2,006 
2,009 

1,970

1,980

1,990

2,000

2,010

2,020

2,030

2,040

2,050

H25 H26 H27 H28 H29

北海道 全国

（時間） 

出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」 

 


